








学校検尿の 2次検尿の結果蛋白陽性尿の場合、一過性蛋白尿、体位性蛋白尿では NAG index

が低値で正常範囲にある。腎炎性蛋白尿は NAG index が 6.0 以上を示すことが多い。 

男子正常尿 95 例、女子正常尿 99 例の NAG index の正常値を検討した結果、6.0 以下とし

て症例毎の検討を行った。平均値±1SD でみると体位性蛋白尿群は NAG index2.78～4.46、

腎炎性蛋白尿群は 4.18～16.48 であった。初期蛋白陽性尿の尿中 NAG 活性測定は予後判定

に役立つことが推察された。 


